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出所：経済産業省（2002）「環境管理会計手法ワークブック」190ページ。
図表3をみると，製造工程や使用，回収，廃棄段階の各プロセスにおいてどのような物質を
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使用あるいは消費しているかが使用量や消費量という形で一覧化されている。このデータは
LCAのインベントリデータで入手されるものである。そして，それに単価を掛けあわせ，そ
れぞれのプロセスにおけるコストを合算することでライフサイクルコストが計算されている。
なお，この例では，使用期間が長期にわたるため，5％の割引率で割り引いているコストと，
割引を行わないコストの双方を算出している。
　このようにライフサイクルコストの計算には，環境影響を把握するためにLCAで入手した
プロセスごとの消費量を用いて，それに単価を乗じてコスト計算するプロセス積上げ型のライ
フサイクルコストの測定手法のほかに，Hunkeler　et　al．（2008）では，産業連関表（廃棄物産
業連関表）を使うライフサイクルコストの計算手法も紹介している。これは，LCAのインベ
ントリ分析を行うさいに，バックグラウンドデータの収集で産業連関表に基づいて環境負荷
データを収集するという考え方と同様である。ただし，中村編（2007）によれば，産業連関分
析は中間製品の投入と産出を通じた産業間の定量的相互依存関係を把握するために開発された
手法であることから，製造段階と使用段階のライフサイクルコストを測定するには適している
ものの，廃棄段階のコスト計算には不向きであると指摘している［中村編（2007），2ページ］。
そのため，廃棄物産業連関表を作成し，それを利用したライフサイクルコスティングの測定手
法を提唱し，事例を紹介している10。
　中村編（2007）の研究では，廃棄物産業連関表にもとづき製品価格と電力消費量の異なる
家庭用エアコンのライフサイクルコスト11を計算している。紹介されたケースは，機能単位
は家庭用エアコン（2．5kw型）1台を10年間使用（1年間で冷房3．6カ月，暖房5．5カ月）し，
使用済みエアコンは10年後に廃棄され，家電リサイクル法に準拠したプラントで処理される
という想定である。
　中村編（2007）の研究の評価対象は，省エネカタログから得た2002年冬モデルの価格と電
力消費の性能から，最高価格機種を高機能機種，最低価格機種を低機能機種，平均価格・平均
性能の仮想的な機種を平均機種とした3機種である［中村編（2007），26－27ページ］。製品の
製造に関しての内部資料を入手できないことから，外部データに依拠してライフサイクルコス
を計算している。そのため，資源の採掘や製品開発製造，物流などの段階におけるコストは
製品の購入価格にすべて反映されているという仮定を置き，使用段階と廃棄段階のコストの違
いによる分析を行っている。廃棄物産業連関表を用いて3機種のライフサイクルコストを計算
し，その結果，高機能機種の購入費用は最高額であるものの，ライフサイクルコストではもっ
とも低いことが紹介されている。これはライフサイクルコストに占める使用段階の割合が大き
いため，最も電力消費量の少なかった高機能機種のライフサイクルコストが最小になったから
だと指摘している［中村編（2007），28－29ページ］。
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　以上においてみてきたように，ライフサイクルコストの測定手法については製品の全ライフ
サイクルにわたってデータが入手可能であると想定されるプロセス積上げ型の測定手法と，外
部から入手する情報で測定していく産業連関表（廃棄物産業連関表）に基づくライフサイクル
コストの測定手法の2つがあることが確認された。次に環境管理会計手法としては，両者のう
ちいずれが望ましいかを明らかにすることにする。
4．環境管理会計手法としてのライフサイクルコストの測定手法
　前節で確認したように，環境ライフサイクルコスティングの測定手法にはプロセスコスト積
み上げ型と産業連関表（廃棄物産業連関表）によるものの2つがある。本節では環境管理会計
手法としての環境ライフサイクルコスティングに求められる測定手法は両者のうち，どちらで
あるのかを明確にしていくことにする。
　環境管理会計は，環境目標と経済目標を同時に追求する環境経営意思決定に有用な情報を提
供する枠組みとして提唱されたものである。これは，従来の管理会計では環境目標を経済目標
と同様に重要な指標として位置づけ，企業の行動計画や業績評価を考えていくことが難しいか
らである。環境管理会計手法には，収益性を損なわずに環境負荷を低減することを可能にする
管理手法が求められているのである。
　LCAに基づいて収集された物量情報を用いる環境ライフサイクルコスティングは，環境目
標の達成に関連した環境影響に関する情報と経済的な側面であるコスト情報を提供できる手法
である。このことから環境ライフサイクルコスティングはLCAを経済的側面から補足すると
いわれている。しかし，前節でみたように環境ライフサイクルコスティングにおける測定手法
には2通りの方法がある。両者はLCAを経済的側面から補足するが，その経済的側面の捉え
る視点が異なると考えられる。つまり，いずれの方法で計算しても，環境ライフサイクルコス
ティングはLCAの経済的側面を補足するのであるが，そのさいの視点が企業内部か企業外部
かという違いがあるのである。
　プロセス積上げ型のライフサイクルコストの測定手法は，企業の製造プロセスを自社内の
データを使って計算していく方法である。そのため，企業内部の視点からLCAの経済的側面
から補足する測定手法だと考えられる。一方の産業連関表を使った測定方法は，企業外部者が
企業内のデータを入手できないときに用いる手法，またはマクロの視点で経済全体に及ぼす影
響を捉えるさいに用いられる手法だと考えられる。
　環境管理会計手法は企業内の意思決定に用いるための手法であることから，プロセスごとの
コストを測定し，それを積み上げていくプロセスコスト積上げ型が最適であると考えられる。
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これは，國部（2011）において，アルミ缶のライフサイクルコスティングの実施手順として，
「LCAに即したライフサイクルコスティングの実施手順は，①プロセスフロー図の作成→②イ
ンプットの算定→③アウトプットの算定→④単位変換→⑤合算の順序で進む」［國部（2011），
224－225ページ］と紹介しているのと同じだと思われる12。また，國部（2011）では，「環境面
でのライフサイクルコスティングは，製品のライフサイクルを通じた環境影響評価手法である
LCAに対応した経済性評価手法として注目されて」［國部（2011），224ページ］おり，これ
は「LCAと統合されることによってさらに有用性を増すことが期待されている。」［國部（2011），
220ページ］と述べている。
　しかしここで，プロセス積上げ型の環境ライフサイクルコスティングの測定手法を環境管理
会計手法としてとらえる場合には，なぜLCAをベースとしなくてはいけないのかをきちんと整
理しておく必要がある。なぜなら，LCAを用いなくても，原材料の消費量や電力消費量のデー
タを企業は保有しており，製品を製造し，販売するまでのコストの詳細は入手可能だからである。
また，使用時のコストや廃棄コストもLCAを用いなくてもコストを推測することは可能である
と考えられるからである。
　そこで，LCAをベースにしなくても，環境管理会計手法としてのライフサイクルコスティ
ングは成立するのかを次に考えていくことにする。
　環境管理会計手法としてのライフサイクルコスティングの目的は環境負荷の削減とそれを果
たすためのコスト情報の管理の双方にある。単に，ライフサイクルを通じたコスト低減やコス
ト削減のための手法ではない。環境負荷を各ライフサイクルにおいて把握し，環境負荷の低減
あるいは削減と同時にコスト管理をするためにコストを把握する必要があるのである。環境負
荷とコストとの関係は，物量情報の把握にともなうムダの削減からコスト削減が果たせるとい
う関係性のほかに，環境負荷削減のために新しい技術の開発や代替素材の使用といったコスト
増の関係性もある。
　前者の場合は環境保全と収益性の向上のどちらも果たせるのでwin－winの関係である。後者
の場合は，環境保全は果たせても，コスト増に伴う収益の圧迫というトレードオフの関係にあ
る。トレードオフの関係にあるときには，win－winの関係にあるとき以上に環境負荷に関する
情報とコスト情報の双方を同時に把握し，管理する必要があると考えられる。
　単にライフサイクルコストを計算するだけであればLCAを用いなくてもライフサイクルコ
ストを測定することは可能であるが，環境への影響とコストへの影響の双方を同時に考えなく
てはならないときにはLCAと環境ライフサイクルコスティングを同時に用い，しかも同じ機
能ならびに機能単位で測定しなくてはならない。ここに環境ライフサイクルコスティングが
LCAを経済的に捕捉するといわれる理由が存在すると考えられる。
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　本節では，環境管理会計手法としてのライフサイクルコストの測定手法について，プロセス
積上げ型の手法が望ましいことを明らかにした。また，プロセス積上げ型の環境ライフサイク
ルコスティングを行うさいには，LCAに基づかなくてはいけない理由についても確認した。
5．むすび
　本稿では，環境管理会計手法としての環境ライフサイクルコスティングにおけるコストの測定
手法を明らかにしてきた。本節では，本稿を要約するとともに，今後の課題を明らかにしていく。
　まず第2節では，環境ライフサイクルコスティングにおけるデータの収集方法として，
LCAにおけるデータの収集方法を検討した。　LCAでは製品のライフサイクルを通じた環境へ
の影響を評価するために製品のライフサイクルにわたる物質の使用量や消費量をインベントリ
分析により入手している。データはフォアグラウンドデータとバックグラウンドデータに分か
れ，それぞれのデータ入手方法を確認した。つづく第3節では，先行研究における環境ライフ
サイクルコスティングの測定手法を確認した。そこでは製品ライフサイサイクルにわたるデー
タはLCAのインベントリ分析で得られるデータを用い，環境ライフサイクルコストの測定手
法としては，プロセスコスト積上げ型と産業連関表を用いた方法があることを確認した。2つ
の測定手法がある理由については，先行研究が企業内部の利用に限定した環境ライフサイクル
コスティングの測定手法を検討していないためだと考えられる。第4節では企業の環境経営意
思決定に用いられる環境ライフサイクルコスティングでは，プロセス積上げ型のライフサイク
ルコストの測定手法を用いることを明らかにした。プロセス積上げ型のライフサイクルコスト
の測定においては，LCAを基盤としなくても測定できるが，環境保全と収益性を同時に達成
するためには，LCAを基盤として用い，機能単位などを同じにした環境ライフサイクルコス
ティングを行っていくことが大切であることを主張した。
　本研究の意義は，プロセスコスト積上げ型の測定手法を用いることが環境ライフサイクルコ
スティングにおいては大切であることを確認したことと，環境ライフサイクルコスティングに
おいて，LCAを基盤として用いなければならない理由を，環境保全と収益性の関係の観点か
ら明らかにしたことである。
　しかしながら，本稿にはいくつかの限界がある。それはLCAを採用している企業は多いも
のの，環境ライフサイクルコスティングを用いている企業の実際については明らかにできてい
ないことである。LCAを実施している企業が，環境ライフサイクルコスティングについても
取り組んでいるのか，またそこではどのような環境経営意思決定が下されているのかについて
実態調査が必要である。このような調査を行っていくことが今後の課題である。
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【注】
！　ライフサイクルコスティングがどのように誕生し，発展してきたのかについては岡野（2003）に詳しい。
2　たとえば，小倉（2012）においてもライフサイクルコスティングは，すでに提案され，実際に利用されてい
た手法であるが，「1990年代に提起された環境マネジメントの議論の中でも，LCCの概念は再検討され」［小
倉（2012），99ページ］，従来の概念とは異なる新しい手法となっていると述べている。
3LCAの実施目的からして調査対象から除く選定基準をカットオフ基準という。カットオフ基準の詳細につ
いては伊坪ほか（2007）を参照のこと［伊坪ほか（2007），12ページ］。
4伊坪ほか（2007）によれば，「主製品ばかりでなく，副産物が算出される場合にはその量も把握し，外部か
ら調達される部品を調査する。さらに外部に持ち出される（排出される）金属くずの量などを把握し，工場全
体のマテリアルバランスとエネルギーバランスを把握することがフォアグラウンドデータ作成の準備段階に相
当する。」［伊坪ほか（2007），44ページ］と述べている。
5　より具体的には，エネルギーの使用の合理化に関する法律に基づく使用段階のエネルギー消費量の測定方法
が採用されると紹介している［伊坪ほか（2007），49－50ページ］。
6ただし，すべての業界のインベントリデータがデータベースとして構築されているわけではなく，伊坪ほか
（2007）によれば，54の工業会によってインベントリデータの構築がなされている［伊坪ほか（2007），64－65ペー
ジ］。
7環境ライフサイクルコスティングを組織内で定期的に適用するのであれば，調査におけるプロセス，原材料，
エネルギーなどの内部のデータベースを構築し，維持することが推奨される［Hunkeier　et　al．（2008），　p．44］。
8プロセスコスト積上げ型のライフサイクルコストを測定した研究には門奈（2001）の研究がある。門奈（2001）
の研究ではライフサイクルコストの測定に必要となるインベントリデータの入手にあたりtLCAの目的を「容
量633mlビールびんのリターナブル標準びん，リターナブル軽量びん（強化ガラスを用いて軽量化したびん），
ワンウェイびんの環境負荷を比較すること」と定めている。ただし，門奈（2001）の研究ではガラスびんの製
造工程，回収システムは同一であるとの仮定を置いているため，製造工程や回収システムの環境負荷データや
コスト情報は測定の対象外となっている。
9経済産業省（2002）では，製品の環境影響評価手法であるLCAに経済的視点を加えたものを「ライフサイ
クルコスティング」と定義し，具体的な方法や計算方法を示している。
10この事例の初出はNakamura＆Kondo（2006）である。そのなかで，購入者側の立場にたってエアコンの
ライフサイクルコストを算出している。
11@しかしながら，中村編（2007）によれば，産業連関分析は中間製品の投入と産出を通じた産業間の定量的相
互依存関係を把握するために開発された手法であることから，製造段階と使用段階のライフサイクルコストを
測定するには適しているものの，廃棄段階のコスト計算には不向きであるとして，廃棄物産業連関表を作成し，
それを利用した環境ライフサイクルコスティングの測定手法を提唱している。
12 ?煤i2011）では，LCAを補足する環境ライフサイクルコスティングの測定手法として，　LCAのインベン
トリ分析を積み上げ型（単位プロセス型）を想定した手法しか取り上げておらず，産業連関表を用いた環境ラ
イフサイクルコスティングの測定手法について取り上げてはいない。
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